
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
ＪＡ会津みどり集落営農推進大会が７月

２日に JA 会津みどりにおいて開催された。 
 推進大会には、管内の女性部組織、農青連

組織、担い手、農用地利用改善組合から２６

０名の参加があった。大会に際し、代表理事

組合長木村志美男氏より管内の担い手、女性

部組織、農青連が一体となり、集落営農の取

り組みをすすめ、地域農業の発展を図るため

により多くの組合員が集落営農へ参画を求

める挨拶があった。報告事項では谷澤専務よ

り、ＪＡ会津みどりの取り組み状況、方針に

ついて説明があり、中央会永石技術常任参与

は県内の情勢について報告した。さらに会津

坂下農業普及所推進グループの松村課長か

らは、管内の農業情勢の推移について報告が

あった。 
また、事例発表では昭和村の（有）グリー

ンファームより代表取締役の小林安郎氏が

法人立ち上げまでの経緯と地域性を活かし

た経営について発表、地域に合った集落営農

組織づくりが重要なポイントであることを

説明した。 
基調講演では、ＪＡ総合研究所所長の今村

奈良臣先生が「いま組合員は何をなすべき

か」を演題に組合員がＪＡに結集し地域に活

力が生まれた事例等を紹介しながら、農業経

営の意識改革、女性の起業、農政改革による
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える発想の転換について講演された。 
講演の後に農青連、女性部の代表者による

集落営農活動へ連帯して取り組む旨のメッ

セージがあり、大会最後に会津みどり農用地

利用改善組合連絡協議会会長よりＪＡ会津

みどりの各組織と町村、普及所が連携して集

落営農の発展に取り組んでいく決意を表明

し、満場の拍手で推進大会が終了した。 
ＪＡ会津みどりの集落営農推進は、管内７

町村で構成される会津みどり地域水田農業

推進協議会が核となり、町村、普及所、ＪＡ

一体で推進に取り組んでいる。取り組みは、

平成１６年からモデル集落組織化プロジェ

クトとしてスタートし、現在までに農用地利

用改善組合５６、特定農業法人４、特定農業

団体１が設立された。 
 農用地利用改善組合が集落を基本とした

生産組織づくりをすすめるために担い手、女

性、後継者による幅広い人材の参画が必要で

あり、推進大会を契機にして話し合いによる

合意形成づくりを目指します。 
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